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我慢しない 

 

下都賀地区生涯学習研究会 会長 
栃木市立皆川城東小学校 校長  中田 伸幸 

皆様、１年間大変お世話になりました。私はもう 60歳。ちょっと前までは定年

となる年齢です。なので「我慢しない」生き方ができるのでしょうか。「我慢しな

い」ためには、やりたくないことから逃げることができるといいです。しかし、他

の人に迷惑をかけてしまうことからは逃げられません。ならばやりたくないこと

から楽しみを見つける。そうすれば「我慢しない」ができます。皆様は働き盛り

で、大切で大変な仕事がたくさん回ってきているのではないでしょうか。アイデ

ア次第で、楽しんで我慢しないで仕事をすることができるのではないでしょうか。 

もうこの年になった者の戯言と思ってもらって結構です。この後も皆様がアイデアを生かし、自分も周りの人た

ちも我慢しないでお仕事に励んでくださることを切に願って、挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

 「大王松」に見守られて ～創立１５０周年に想うこと～ 小山市立大谷南小学校 教頭  櫻井 智司 

会員の皆様にとって令和６年度はどんな１年でしたでしょうか。 

本号は、今年度をもって本会を御勇退される栃木市立皆川城東小学

校 中田校長先生より会員の皆様にメッセージを寄稿いただきまし

た。下都賀地区の生涯学習・社会教育の推進に向けて御尽力いただい

た諸先輩方からのバトンを大切に引き継ぎながら、今後も会員相互の

ネットワークを築いていければと思います。これからも、子どもたち

の生涯にわたり自発的に学習する基盤を培うため、学ぶ楽しさや人と

関わり合う心地よさが味わえるふれあい学習が展開できるよう、よろ

しくお願いします。 

本校は、今年度創立 150 周年の節目の年を迎えた。今回、学校の歴史展示館を整

備する機会をいただいた。過去の資料を読み漁っていくと、本校が地域の方々にど

れだけ支えられてきたのかわかってきた。約 110 年前に地域から寄贈された「大王

松」は現在も学校と地域のシンボルとして、子どもたちと地域を見守り続けている。

市内で最初の鉄筋コンクリートの校舎落成時には、PTAと後援会事業として校歌碑、

ピアノ、庭石、岩石園、池、学校敷地周りの土手ブロック積みを行った。プール建

設時には後援会より多額の寄付があったとの記録が残っている。当時プールのある

小学校はほとんどなく、「子どもたちに安全な水遊びの場を」という地域の皆様の熱

い思いから実現されたことであった。そんな思いが現在まで続いていると実感でき

るのが、年２回の「廃品回収」である。自治会、保護者、学校が協力し、共に働く

ことで、気持ちがひとつになる時間である。そして得られたものが教育活動の資金

になっていくという微笑ましく有り難い連携活動である。 

最近、本で読んだ「サンキューコミュニティ」ということを考えている。サ

ンキューとは「サンキュー＝三気有（三つの気）」ということである。「気に入

った地域で、気持ちよく仕事をしながら、気の合う仲間とつながって」生きて

いくということである。「三つの気のある共同体（地域）」を目指していくこと

がこれからの学校において必要なのではないだろうか。創立 150 周年を機に、

「ありがとう」と言い合えるコミュニティづくりを推進していきたいと想う。 
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発  行  下都賀地区生涯学習研究会 

事務局  下都賀教育事務所ふれあい学習課内  TEL     0282-23-3422 
E-mail  shimotsuga-hureai @pref.tochigi.lg.jp 
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二次元バーコード 

ホームページでもご覧になれます。 ふれあい学習課 情報誌・機関紙 で検索してください。  

問合せ 

下野市立石橋小学校 教諭 平石 秀邦 

 

 
１１月に「小中合同クリーン活動」を実施しました。これは、小中学生が一緒に学校

や地域をきれいにすることを通して、異年齢交流を図りながら地域愛を育んでいこうと

するものです。本校を卒業した石橋中学校の生徒と、大松山運動公園の落ち葉集めを

しました。中学生が、移動時に低学年児童の手を引いて歩き、公園内では率先して落

ち葉を袋詰めしました。小学生が中学生の力を実感するとともに、中学生にとっても自

己有用感が高まる行事となったと思います。 

地域での活動や授業で、児童にとっての「本物感」を与えてくださってい

るのが、地域ボランティアの皆様です。児童の確かな学びが保証される一

方、ボランティアの皆様にとっても、技術や知識の伝承、生きがいなどを感

じることができ、互恵関係にあるのかなあと思っています。自分は、これから

も、学校と地域を繋ぐ接着剤になっていきたいと考えています。 

 
 

 

地域の“人財”の方々との出会いに感謝 

下都賀地区ふれあい学習推進会議では２年間、「共生社会の実現に向けた障害者の生

涯学習」について協議を重ねてきました。令和５年度は、学校卒業後の障害者が、学び

合いつながり合うことができる機会づくりについて協議し、障害の有無にかかわらず

共に学ぶ機会のモデルとして、体験学習による学びを提案しました。この取組から、学

びによる共生社会の実現のためには、関係部課局団体等の横断的な連携体制の強化や、

障害者の生涯学習を支援するプラットフォームを構築することが重要だと考え、令和

６年度は「障害のある人もない人も共に学ぶ機会の実現」をテーマに全５回のふれあい

学習推進会議で協議してきました。 

そして、今年度のふれあい学習ネットワーク（第２回研修会）は、共生社会の一員と

して障害者が生き生きと生きることに向かう、開かれた学びの場をつくるための、幅広

い地域住民の参画を得たプラットフォームのモデルを提案することをねらいとして開

催しました。日本赤十字社栃木県支部、中央福祉医療専門学校、とちぎ高校生蔵部、社

会福祉法人パステルの方々に講師やボランティアとして御協力いただき、障害の有無

に関わらず共に学ぶ機会の提供に向けた手応えを感じるとともに、ねらいとしたプラ

ットフォームのモデルを提案することができました。今後は、本事業で得た学びをまと

め、発信したり、下都賀管内の市町の取組を支援したりすることで、「共生社会の実現

に向けた障害者の生涯学習」の充実に努めていきたいと思います。 
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